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き

ょ
う
か
ら
１
ね
ん
せ
い

表紙
裏
～
5

・入学前と小学校生活
とを比べ、違いや同じと
ころに気付き、幼児期
の経験を生かして、適
切な生活習慣を行った
り、友達と一緒に楽しく
遊んだりできるようにす
る。

・友達に挨拶をしたり、
一緒に遊んだりして、学
校生活を楽しくしようと
している。 〇

行動観察
発言

が
く
し
ゅ
う
の
は
じ
ま
り

6
～
7

・入学前にしていたこと
を生かして活動を楽し
んだり、いろいろな学習
の時間があることに気
付き、幼児期の経験を
生かして、学習活動が
できるようにする。

・いろいろな学習の時
間があることに気付い
ている。

〇

行動観察
発言

が

っ
こ
う
せ
い
か
つ

8
～
9

・入学前の経験を生か
して、身の回りのことを
自分ですることに気付
き、生活のリズムをもっ
て、楽しく学校生活を送
ることができるようにす
る。

・これまでの経験を生か
しながら、学習活動をし
ている。

〇

行動観察
発言

導
入

10
11

・入学してからを思い起
こして、学校にはさまざ
まな人がいることに気
付き、学校のことをもっ
と知りたいという意欲を
もつことができるように
する。

1

・学校について、もっと
知ろうとしている。

〇

行動観察
発言

が

っ
こ
う
を
た
ん
け
ん
し
よ
う

12
13

・校庭にある施設や生
きものを見付けて、施
設やみんなで遊ぶ楽し
さ、きまりやマナーを守
ると楽しく遊べることに
気付き、さまざまな場所
と意欲的に関わること
ができるようにする。
・みんなで学校探検をし
て、学校にはさまざまな
人やいてさまざまな場
所があること、学校内に
はきまりやマナーがあ
ることに気付き、適切に
関わることができるよう
にする。

2

・みんなと遊ぶ楽しさや
よさ、学校にはさまざま
な人やいて、さまざまな
施設や場所があること
に気付き、きまりやマ
ナーを守って遊んでい
る。
・学校の施設をもっと知
りたい、先生や友達な
どと親しくなりたいという
思いをもって関わろうと
している。

〇 〇

行動観察
発言

な
に
を
か
ん
じ
た
か
な

14
15

・学校探検した中で、学
校の施設の位置や特
徴がわかり、気付いた
こと、もっと知りたいこ
と、やってみたいことを
伝え合い、学校への興
味や関心を高めること
ができるようにする。

1

・学校の施設の位置や
特徴を意識して、行って
みたい場所ややってみ
たいことを選んでいる。 〇

行動観察
発言

じ
ぶ
ん
た
ち
で
あ
い
に
い
こ
う

16
17

・グループで学校を探
検し、利用の仕方やマ
ナーについて考えること
ができ、いろいろな部屋
や人の存在や役割に気
付き、出会った人たちと
の交流を楽しむことが
できるようにする。

4

・学校には、みんなで使
う部屋や設備、入って
はいけない場所がある
ことに気付いている。
・利用の仕方や、マナー
について考えながら、
学校の施設や人々と関
わっている。
・出会った人たちとの交
流を楽しみ、もっと知り
たいという思いをもって
関わろうとしている。

〇 〇 〇

行動観察
発言
作品

４
・
５

 
 
 
 
 
 
 
 
わ
く
わ
く
　
ど
き
ど
き
　
し
ょ
う
が

っ
こ
う

既習事項で押さえ
るべき内容

　上級学年との関
連

4

は
じ
め
の
　
い

っ
ぽ

４
＋

(

1
1

)

　
生
活
科
４
＋
他
教
科
等
1
1
時
間
の
計

1
5
時
間

(　　１　　）年生　『生活科』年間指導計画　　　　せいかつ　みんな　なかよし　上（教育出版）

単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方
法
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も

っ
と
た
ん
け
ん
し
て
み
よ
う

18
19

・グループで、もっと知り
たいことなど目的をもっ
て探検したり利用したり
して、学校の施設やそ
こにいる人々の役割や
働き、自分との関わりに
気付くことができるよう
にする。

4

・学校探検において、適
切な言葉遣いし、きまり
やマナーを守って探検
している。
・学校の施設の利用の
仕方やマナーについて
考えたことを意識しなが
ら、探検したり利用した
りしている。
・繰り返し探検し、学校
の施設の利用やマナー
に応じて、楽しく遊んだ
り生活しようとしている。

〇 〇 〇

行動観察
発言
作品

な
に
を
か
ん
じ
た
か
な

20
21

・探検を振り返って、学
校生活を楽しく安心して
過ごす方法を考えるこ
とができ、学校の施設
の位置や特徴、役割、
学校を支えている人々
の存在や働きなどがわ
かり、楽しく安心して学
校生活ができるように
する。

2

・学校の施設の位置や
特徴、役割、学校を支
えている人々の存在や
働きなどがわかってい
る。
・学校にいる人々や施
設などについて振り
返って、自分の学校生
活を楽しく安心して過ご
す方法について伝え
合っている。
・友達やさまざまな人々
と関わることを楽しみに
し、楽しく安心して生活
をしようとしている。

〇 〇 〇

行動観察
発言
作品

げ
ん
き
に
に
す
ご
そ
う

22
23

・学校生活や登下校に
おいて、自分たちの安
全や健康を守ってくれ
ている設備や人々と適
切に関わり感謝の気持
ちをもったり、衛生管理
に自ら取り組み、学校
生活を安全で健康に送
れるようにする。

2

・毎日の登下校におい
て、自分たちの安全を
守ってくれる人々を思い
起こして、挨拶をして感
謝の気持ちを表してい
る。
・学校や登下校の安全
を守っている人々の存
在を感じながら、学校生
活や安全な登下校をし
ようとしている。

〇 〇

行動観察
発言

導
入

24
25

・自分が育てたい植物
を決め、意欲的に取り
組むことができる。

1

・自分で育てたい植物
を決め、栽培活動への
期待をふくらませようと
している。

〇

行動観察
発言

た
ね
を
ま
こ
う

26
27

・たねをまき、その喜び
や成長への願いを絵や
文で表現することがで
きるようにする。

1

・たねの色や形などの
特徴に気付いている。

〇

行動観察
発言

ま
い
に
ち
み
よ
う

28
29

・発芽や成長の様子に
関心をもって観察し、変
化に気付き、成長に合
わせた世話を続けるこ
とができるようにする。

1

・芽などの世話におい
て、適切なあげ方や量
で水やりをしている。 〇

行動観察
発言

ま
い
に
ち
せ
わ
を
し
よ
う

30
31

・成長や変化に関心を
もって観察し、適切な世
話の方法を決めること
ができ、変化に気付き、
開花への期待をもって
続けて世話ができるよ
うにする。

2

・成長に合わせた世話
を考えて、世話の方法
を決めている。
・これからどんな成長を
するのか楽しみにし、続
けて世話をしようとして
いる。

〇 〇

行動観察
発言

せ
わ
を
つ
づ
け
よ
う

32
33

・開花の喜びを伝え
合ったり、花を残す方法
を考えたりすることがで
き、世話を続けた自分
に気付き、植物への親
しみをもつことができる
ようにする。

2

・毎日、世話をして花を
咲かせたことに気付い
ている。
・花を長く楽しみたいと
いう思いや願いをもっ
て、花を残そうとしてい
る。

〇 〇

行動観察
発言
作品

４
・
５

 
 
 
 
 
 
 
 
わ
く
わ
く
　
ど
き
ど
き
　
し
ょ
う
が

っ
こ
う

5
～

3

　
　
　
 
き
れ
い
に
　
さ
い
て
ね
　
わ
た
し
の
　
は
な

・めざせ野さい作り
名人（生活科小２）
・農家の仕事
（社会科小３）
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た
ね
と
り
を
し
よ
う

34
35

・種取りや後片付けをし
て、植物が自分と同じよ
うに生命をもっているこ
とや成長していることに
気付き、育て続けた自
分への自信もち、それ
らを大切にできるように
する。

2

・植物にも自分と同じよ
うに生命があり、成長し
ていることに気付いてい
る。
植物に心を寄せ、大切
に育て続けた自分に自
信をもち、それらを大切
にしようとしている。

○ ○

行動観察
発言
作品

な
に
を
か
ん
じ
た
か
な

36
37

・植物の成長や、自分
の世話について振り返
り、上手に世話ができる
ようになった自分の成
長に気付き、これからも
植物に親しみをもって
大切にできるようにす
る。

1

・アサガオなどを育てた
ことを振り返って、育て
続けた自分への思いを
表現し、友達と伝え合っ
ている。

○

行動観察
発言
作品

導
入

40
41

・野原や公園で遊んだ
経験を思い出し、自然
の中で遊ぶ楽しさに気
付き、春や夏の季節の
特徴を生かした楽しい
遊びに関心をもつこと
ができるようにする。

1

・季節の特徴を生かし
て楽しく遊びたいという
願いをもって、出かけよ
うとしている。 〇

行動観察
発言

は
る
を
み
つ
け
に
い
こ
う

42
43

・野原や公園の自然
に、諸感覚を使って関
わったり、自然物で遊
んだりして、季節の特徴
に気付き、それらと適切
に関わって遊ぶことが
できるようにする。

2

・春や夏の自然の特徴
に気付いている。
・諸感覚を生かして、身
近な自然と関わってい
る。

○ ○

行動観察
発言

い
き
も
の
の
わ
く
わ
く
く
い
ず

44
45

・草花遊びをしたり、生
きものを見付けたりし
て、遊びや、工夫して遊
びを作り出す面白さに
気付き、遊びを楽しみ
たいという願いをもっ
て、自然と触れ合うこと
ができるようにする。

2

・草花や生きものを探し
て遊ぶ楽しさや、草花で
工夫して遊びを作り出
す面白さに気付いてい
る。
・草花遊びや生きもの
探しを楽しみたいという
思いや願いをもって、そ
れらと触れ合おうとして
いる。

〇 ○

行動観察
発言
作品

な
つ
を
か
ん
じ
よ
う

46
47

・雨の日と晴れの日の
校庭で生きものを探し
たり遊んだりして、天候
の違いによる特徴を見
付け、それらを生かして
遊びや生活を楽しく創り
出すことができるように
する。 4

・雨の日と晴れの日で
は、気温や湿度、過ごし
方、生きものがいる場
所の違いに気付き、自
然の中のきまり、自然
事象の不思議さに気付
いている。
・土や砂、水などを使う
遊びを思い描きながら、
遊びや遊びに使うもの
を選んでいる。
・みんなで楽しく遊びた
いという願いをもって、
土や砂、水を使って粘り
強く遊びを創り出そうと
している。

〇 〇 〇

行動観察
発言
作品

な
に
を
か
ん
じ
た
か
な

48
49

・身近な自然で繰り返し
遊んだ活動を振り返っ
て、季節によって生きも
のや植物などの様子が
違うことや、その面白さ
や不思議さに気付いた
り、友達と一緒に遊びを
創り出す楽しさに気付く
ことができるようにす
る。

1

・季節の特徴を生かし
た遊び方があること、自
分たちの生活は、季節
によって様子が変わる
ことに気付いている。

〇

発言
作品

5
～

7

き
せ
つ
と
　
な
か
よ
し
　
は
る
　
な
つ

・めざせ生きものは
かせ（生活科小２）
・まちが大すきたん
けんたい（生活科
小２）
・学校のまわり
（社会科小３）

5
～

3

　
　
　
 
き
れ
い
に
　
さ
い
て
ね
　
わ
た
し
の
　
は
な

・めざせ野さい作り
名人（生活科小２）
・農家の仕事
（社会科小３）

‐3‐



知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

既習事項で押さえ
るべき内容

　上級学年との関
連

単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方
法

に
ゅ
う
が
く
し
て
か
ら
を
ふ
り
か
え
ろ
う

52

・入学してからの自分と
今の自分を比較して、
自分の生活や成長を見
つめ直し、自分を支え
てくれたさまざまな人々
に気付き、成長への願
いをもって、意欲的に生
活できるようにする。

1

・これからの成長への
願いをもって、意欲的に
生活しようとしている。

〇

行動観察
発言

な
つ
や
す
み
を
げ
ん
き
に
す
ご
そ
う

53

・夏休みにやってみた
いことや健康に過ごす
計画を立て、地域に
は、季節にちなんだ行
事があることや生活の
リズムの大切さに気付
き、健康に楽しく過ごす
ことができるようにす
る。

1

・夏休みにやってみた
いこと、健康で楽しく過
ごすことを思い描きなが
ら、計画を立てている。

〇

行動観察
発言
作品

導
入

54
55

・学校で見つけた生きも
のたちを思い出し、身
の回りにはさまざまな
生きものがいることに気
付き、飼育への関心を
もつことができるように
する。

1

・身の回りの生きものに
関心をもち、みんなで話
し合おうとしている。

〇

行動観察
発言

生
き
も
の
を
さ
が
そ
う

56
57

・校庭などの生きものを
探し、生きものが、どこ
に生息しているか気付
き、ふれ合いを通して、
飼育への意欲をもつこ
とができるようにする。

2

・生きものが、どこに生
息しているか気付いて
いる。
・生きもの探しに興味を
もち、友達と教え合って
探そうとしている。

〇 〇

行動観察
発言

も

っ
と
な
か
よ
く
な
り
た
い
ね

58
59

・生きものに心を寄せて
世話をして、生きものた
ちが自分と同じように生
命をもっていることや成
長していることに気付
き、生きものへの親しみ
をもち大切にできるよう
にする。 4

・生きものが自分と同じ
ように生命をもち、成長
していることや、世話に
おいて、すみかやえさ、
定期的な掃除など、適
切な世話の大切さに気
付いている。
・生きものの気持ちに
なって考えながら、触れ
合い方や育て方を考え
ている。
・生きものに心を寄せ、
生きものの様子に合わ
せて、繰り返し関わろう
としている。

○ ○ ○

行動観察
発言
作品

な
に
を
か
ん
じ
た
か
な

60
61

・世話で工夫したことや
気付いたことなどを伝え
合って、生きものに心を
寄せ、継続して育てた
自分に気付き、自信を
もつことができるように
する。

3

・生きものの気持ちを考
えて世話ができるように
なったことに気付いてい
る。
・生きものを育てたこと
を振り返りながら、気付
いたこと、生きものへの
思い、自分自身の成長
をさまざまな方法で表
現している。
・がんばったことや継続
して世話を続けたこと
を、友達と認め合い、関
わりを続けようとしてい
る。

○ ○ ○

行動観察
発言
作品

5
～

7

き
せ
つ
と
　
な
か
よ
し
　
は
る
　
な
つ

・めざせ生きものは
かせ（生活科小２）
・まちが大すきたん
けんたい（生活科
小２）
・学校のまわり
（社会科小３）

9  
 
 
な
か
よ
く
　
な
ろ
う
ね
　
小
さ
な
　
と
も
だ
ち

・きせつとなかよし
はる　なつ（生活科
小１）

・生きものをさがそ
う（生活科２）
・生きものをそだて
よう（生活科２）
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導
入

64
65

・秋の野原や公園の変
化を思い起こして、生活
の変化や自然の様子に
気付き、秋にできる遊
びについて期待をもつ
ことができるようにす
る。

1

・秋の野原や公園を思
い起こして、どんな遊び
ができそうか話し合おう
としている。 〇

行動観察
発言

あ
き
を
見
つ
け
に
い
こ
う

66
67

・野原や公園で秋の自
然を観察したり、木の実
や葉を集めたり、自然
を利用して遊んだりし
て、夏との違いや秋の
自然の特徴に気付き、
秋の自然を楽しむこと
ができるようにする。

2

・風や光、動植物など
が、春や夏と変化して
いることや、秋の特徴に
気付いている。
・風や光、植物や生きも
のなどを見付けて、秋
の自然を楽しもうとして
いる。

〇 〇

行動観察
発言

生
き
も
の
の
わ
く
わ
く
ク
イ
ズ

68
69

・木の実や落ち葉など
を集めて、それらで遊
ぶ面白さや自然の不思
議さに気付き、木の実
や葉の特徴を生かし
て、楽しく遊ぶことがで
きるようにする。

1

・落葉樹や常緑樹、木
の実などを拾い、自然
の中のきまりや事象の
不思議さに気付いてい
る。 〇

行動観察
発言

な
に
を
か
ん
じ
た
か
な

70
71

・見付けた秋の特徴や
自然物、楽しかった活
動などを友達と伝え合
い、木の実や葉の特徴
を生かした遊びができ
ることに気付き、遊びや
生活をより楽しくするこ
とができるようにする。

1

・自分が見つけた秋の
特徴や自然物と、友達
とを比べながら、伝え
合っている。 〇

行動観察
発言
作品

見
つ
け
た
あ
き
で
あ
そ
ぼ
う

72
73

・集めた木の実や葉を
形や色で分けたり何か
に見立てたりして、特徴
を生かした遊びに気付
き、みんなで楽しい遊び
を創り出すことできるよ
うにする。

1

・木の実や葉を使って
遊ぶことについて、みん
なで楽しく遊ぼうとして
いる。

〇

行動観察
発言

見
つ
け
た
あ
き
で
つ
く
ろ
う

74
75

・集めた木の実や葉で
遊びに使うものを工夫
して作り、みんなで遊ぶ
ことの面白さ、約束や
ルールを守って遊ぶと
楽しいことに気付き、粘
り強く遊びを創り出すこ
とができるようにする。 3

・木の実や葉の形や色
などを生かしておもちゃ
を作る楽しさや、遊びを
工夫したり創り出したり
する面白さに気付いて
いる。
・約束やルールが大切
なことやそれを守って遊
ぶと楽しいことに気付い
ている。
・・みんなで楽しく遊ぶ
ために遊び遊びの工夫
を伝え合い、粘り強く遊
びを創り出そうとしてい
る。

○ ○

行動観察
発言
作品

あ
き
の
た
の
し
さ
を
つ
た
え
よ
う

77

・秋の自然物で遊んだ
楽しさを、身近な人々に
伝えたいという願いをも
ち、相手のことを想像し
たり伝えたいことや伝え
方を選ぶことができるよ
うにする。

2

・これまで園児と接した
ことを思い起こして、計
画を立てたり練習したり
しようとしている。
・園児の反応や状況に
合わせて、多様な方法
で伝えたいことや気持
ちを表そうとしている。

〇 〇

行動観察
発言
作品

10
・
11

き
せ
つ
と
　
な
か
よ
し
　
あ
き

・きせつとなかよし
はる　なつ（生活科
小１）

・学校のまわり
（社会科小３）
・作ってためして
（生活科小２）
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

既習事項で押さえ
るべき内容

　上級学年との関
連

単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方
法

み
ん
な
で
あ
き
を
た
の
し
も
う

78
79

・園児と適切に関わって
遊び、伝えたいことが相
手に伝わるよさや楽しさ
がわかり、一緒に楽しく
遊びたいという願いをも
ち、すすんで触れ合い
交流することができるよ
うにする。

2

・伝えたいことが相手に
伝わるよさや楽しさが
わかっている。
・おもちゃの楽しさを伝
えたいという思いをも
ち、すすんで触れ合い
交流しようとしている。

〇 〇

行動観察
発言
作品

な
に
を
か
ん
じ
た
か
な

80
81

・活動を振り返り、みん
なで秋を楽しむことがで
きたことや、友達や自
分自身の成長に気付
き、生活と季節との関
わりや、一緒に遊ぶ楽
しさを実感し、生活を豊
かに楽しくできるように
する。

1

・野原での遊びや、おも
ちゃ作り、「あきのたか
らものランド」で、遊びを
工夫したり、友達や園
児と楽しく遊んだことを
振り返り、表現したり伝
え合ったりしている。

〇

行動観察
発言
作品

導
入

82
83

・これまでの家族との出
来事を振り返って、家族
のことや自分のことに
関心をもち、家族のよさ
や、自分と家族との関
わりに気付くことができ
るようにする。

1

・家族と一緒にいて楽し
かったことや、助けても
らったことなどを思い出
そうとしている。 〇

行動観察
発言

み
ん
な
の
１
日
を
き
い
て
み
よ
う

84
85

・家庭生活に関心をも
ち、家族が役割をもって
家庭の仕事をしている
ことがわかり、自分自身
の生活を見つめること
ができるようにする。

1

・家庭生活には、それ
ぞれの果たしている仕
事や役割があることが
わかっている。

〇

行動観察
発言
作品

な
に
を
か
ん
じ
た
か
な

86
87

・家庭生活における家
族の役割を見直して、
家族が果たしている家
庭の仕事と、自分の生
活や健康との関わりに
気付き、家族のために
自分ができることに取り
組むことができるように
する。

1

・家庭生活におけるそ
れぞれの役割を見直し
ながら、自分の取り組
み方を決めている。

〇

発言
作品

い
え
の
し
ご
と
に
ち

ょ
う
せ
ん
し
よ
う

88
89

・家族が喜ぶことを考
え、自分の役割に気付
き、自分でできそうな仕
事に繰り返し取り組むこ
とができるようにする。

2

・自分でできることや自
分の役割に気付いてい
る。
・家族のためにという願
いをもって、自分ででき
ることに何度も繰り返
し、取り組もうとしてい
る。

〇 〇

行動観察
発言

か
ぞ
く
に
こ
に
こ
大
さ
く
せ
ん
を
し
よ
う

90

・家庭での取り組みを
友達と交流して、家族
の大切さや自分が家族
によって支えられている
ことに気付き、家庭生
活をよりよくするため
に、自分の役割を果た
すことができるようにす
る。

3

・家族の大切さや自分
が家族によって支えら
れていることに気付い
ている。
・家庭生活をよりよくす
るために取り組んだこと
を振り返りながら、友達
と交流している。
・家庭生活をよりよくす
るために、自分の取り
組みを見直しながら、自
分の役割を果たそうとし
ている。

〇 〇 〇

行動観察
発言
作品

10
・
11

き
せ
つ
と
　
な
か
よ
し
　
あ
き

・きせつとなかよし
はる　なつ（生活科
小１）

・学校のまわり
（社会科小３）
・作ってためして
（生活科小２）

12
・
1

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
ぞ
く
に
こ
に
こ
　
大
さ
く
せ
ん

・あしたへつなぐ自
分たんけん（生活
科小２）
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

既習事項で押さえ
るべき内容

　上級学年との関
連

単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方
法

な
に
を
か
ん
じ
た
か
な

91

・家庭での取り組みを
振り返って、自分も家庭
を構成している大切な
一人であることに気付
き、家族の一員として、
家庭での仕事を続ける
ことができるようにす

1

・家庭生活をよりよくす
るために取り組んだこと
を振り返りながら、友達
と交流している。 〇

発言
作品

こ
れ
ま
で
を
ふ
り
か
え
ろ
う

ふ
ゆ
休
み
を
げ
ん
気
に
す
ご
そ
う

92
93

・これまでの活動を振り
返って、自分自身のよ
さや成長に気付き、意
欲をもってこれからの生
活ができるようにする。
・日本の伝統的な習慣
や行事に関心をもち、
季節にちなんだ行事に
気付き、家族とともに楽
しく過ごすことができる
ようにする。

1

・過去の自分自身や出
来事を振り返り、現在
の自分と比べている。
・年末年始の習慣や行
事に関心をもって、家族
と楽しく過ごそうとして
いる。

〇 〇

行動観察
発言

導
入

94
95

・冬の野原や公園を予
想して、変化に気付き、
冬にできる遊びについ
て期待することができる
ようにする。

1

・冬の野原や公園でで
きる遊びを楽しもうとし
ている。 〇

行動観察
発言

ふ
ゆ
を
見
つ
け
に
い
こ
う

96
97

・諸感覚を生かして冬
の自然と関わり、自然
の中のきまりや自然の
不思議さに気付き、冬
の特徴を見付けること
ができるようにする。

2

・諸感覚を生かして、冬
の自然に関わったり、
冬の特徴を確かめなが
ら、動植物を見付けて
いる。
・冬の野原や公園の変
化に関心をもって、冬の
特徴を見付けようとして
いる。

〇 〇

行動観察
発言
作品

生
き
も
の
の
わ
く
わ
く
ク
イ
ズ

98
99

・生きものを観察したり
調べたりして、自然の
中のきまりや自然の不
思議さに気付き、生きも
のの冬の過ごし方に関
心をもつことができるよ
うにする。

2

・冬の生きものの様子
から、自然の中のきま
り、自然の不思議さに
気付いている。
・冬の生きものの特徴
に関心をもって、観察し
たり調べたりしようとし
ている。

〇 〇

行動観察
発言
作品

か
ぜ
と
あ
そ
ぼ
う

100
101

・風で遊ぶおもちゃを
作ったり遊んだりして、
風の力や、遊びに必要
な道具の準備に気付
き、みんなで冬の遊び
を楽しむことができるよ
うにする。

4

・風にはものを浮かせ
たり動かしたりする力が
あること、遊びの楽しさ
や遊びを工夫したり創
り出したりする面白さに
気付いている。
・風で遊ぶおもちゃの動
きを予想したり、確かめ
たり、見直したりしなが
ら、おもちゃを作ったり
遊んだりしている。
・友達と競って楽しく遊
びたいという願いをも
ち、粘り強くおもちゃを
作ったり、遊びを創り出
そうとしている。

〇 〇 〇

行動観察
発言
作品

ゆ
き
や
こ
お
り
で
あ
そ
ぼ
う

102
103

・雪や氷のある場所を
比べて、雪や氷の遊び
に必要な道具、遊びの
楽しさや遊びを工夫し
たり創り出したりする面
白さに気付き、みんなで
協力して遊びを創り出
すことができるようにす
る。

2

・雪がとけにくい場所
や、氷が作りやすい場
所を比べながら、遊び
を創り出している。
・友達と協力して雪遊び
や氷づくりをしたいとい
う願いをもって、遊びを
創り出そうとしている。

〇 〇

行動観察
発言

な
に
を
か
ん
じ
た
か
な

104
105

・冬の自然と関わった
遊びを振り返って、冬と
仲よくなれた自分に気
付き、冬の自然と関
わったことを生かして、
自分たちの生活を楽し
くすることができるよう
にする。

1

・冬の自然と関わった
遊びを振り返って、遊び
を楽しく工夫したり、楽
しく友達と遊んだこと、
季節の変化が自分たち
の生活と関わっている
ことを伝え合っている。

〇

行動観察
発言

1
・
2

 
 
 
 
 
 
き
せ
つ
と
　
な
か
よ
し
　
ふ
ゆ

・きせつとなかよし
はる　なつ（生活科
小１）
・きせつとなかよし
あき（生活科小１）

・学校のまわり
（社会科小３）
・作ってためして
（生活科小２）

12
・
1

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
ぞ
く
に
こ
に
こ
　
大
さ
く
せ
ん

・あしたへつなぐ自
分たんけん（生活
科小２）
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

既習事項で押さえ
るべき内容

　上級学年との関
連

単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方
法

導
入

108
109

・入学した頃の自分や
出来事を振り返り、自
分が大きくなったこと、
自分でできるようになっ
たこと、役割が増えたこ
となどがわかり、成長を
振り返る手掛かりを見
付けたり集めたりしよう
としている。

1

・成長を振り返るため
に、手掛かりを見付け
たり集めたりしようとし
ている。

〇

行動観察
発言

あ
た
ら
し
い
１
年
生
を
む
か
え
よ
う

110
111

・新１年生を迎える準備
をする中で、優しい気持
ち、他者への思いやり、
我慢する心など、自分
の内面的な成長に気付
き、思いを込めて準備
できるようにする。 6

・優しい気持ち、他者へ
の思いやり、我慢する
心など、内面的な成長
に気付いている。
・自分の生活や成長に
ついて、自分なりに振り
返りながら、新１年生を
迎える準備をしている。
・入学当初の自分を思
い出して、思いを込めて
準備をしようとしてい
る。

〇 〇 〇

行動観察
発言
作品

１
年
か
ん
を
お
も
い
出
そ
う

112
113

・1年間を思い起こして、
自分の成長を支えてく
れた人々の存在や自分
との関わりに気付き、感
謝の気持ちを表すこと
ができるようにする。

3

・自分の成長を支えてく
れた人の存在や自分と
の関わりに気付いてい
る。
・成長を支えてくれた
人々の存在や自分との
関わりについて考え、
感謝の気持ちを表して
いる。
・自分自身の成長を支
えてくれた友達や周り
の人に感謝の気持ちを
伝えようとしている。

〇 〇 〇

行動観察
発言

な
に
を
か
ん
じ
た
か
な

114
115

・自分らしさを捉え、自
分自身のよさや可能性
に気付き、これからの
成長への願いをもって、
意欲的に生活できるよ
うにする。

4

・自分自身のよさや可
能性に気付いている。
・自分らしさを捉え、自
分の成長に希望をも
ち、これからの生活に
ついて考えている。
・これからの成長への
願いをもって、意欲的に
生活しようとしている。

〇 〇 〇

発言
作品

総時間数 102

2
・
3

も
う
す
ぐ
　
２
ね
ん
せ
い

・あしたへつなぐ自
分たんけん（生活
科小２）
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知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

4 わ
く
わ
く
　
２
年
生

わ
く
わ
く
　
２
年
生

裏表
紙
～
3

・新１年生を迎える学習
を通して、自分の成長
を捉え、自分が大きく
なったこと、できるように
なったことに気付き、自
分への自信をもって１
年生と関わることができ
るようにする。

2

・自分が大きくなったこ
と、できるようになった
ことに気付いている。
・２年生に進級した喜び
を感じ自分への自信を
もって１年生と関わろう
としている。

○ ○

行動観察
発言

・わくわくどきどきしょ
うがっこう（生活科小
１） 【１時間代替】

第3回-②
P.40-43

導
入

4
5

・育ててみたい野菜に
ついて話し合い、１年生
で花を育てたことを思い
起こして、野菜を育てる
時期や場所に気付き、
野菜を育てる計画を立
てることができるように
する。

1

・１年生で花を育てたこ
とを思い起こしながら、
野菜を育てる計画を立
てている。

○

行動観察
発言

野
さ
い
を
そ
だ
て
よ
う

6
7

・植物を育てた経験を想
起しながら、野菜を育て
る計画を立て、野菜に
合った世話の仕方があ
ることに気付き、おいし
い野菜を育てたいという
願いをもつことができる
ようにする。

2

・育てる野菜に合った世
話の仕方があることに
気付いている。
・おいしい野菜を育てて
食べたいという願いを
もって、計画を立てよう
としている。

○ ○

行動観察
発言

【１時間代替】
第15回-①
P.52-53

な
え
を
う
え
よ
う

8
9

・世話の仕方を調べた
り、詳しい人に聞いたり
して、適切な方法で種
や苗を植え、大切に育
てることができるように
する。

1

世話の仕方を調べた
り、詳しい人に聞いたり
して、種や苗を植えよう
としている。

○

行動観察
発言

野
さ
い
の
せ
話
を
し
よ
う

10
11

・世話の仕方を調べた
り、詳しい人に聞いたり
して、支柱立てや追肥
などの適切な世話をし、
野菜の成長や変化に関
心をもって観察したり、
世話をしたりできるよう
にする。

3

・学習状況調査野菜の
世話において、支柱立
てや追肥などの適切な
世話をしている。
・わからないことについ
て調べたり、詳しい人に
聞いたりしたことを活用
し、育てたり観察したり
している。
・野菜の成長や変化に
関心をもち、観察や世
話をしようとしている。

○ ○ ○

行動観察
発言
作品

野
さ
い
を
し

ゅ
う
か
く
し
よ
う

12
13

・収穫やあと片付けをし
て、さまざまな出来事を
振りながら、野菜の結
実とこれまでの自分の
世話を関連付けたり、
野菜にも生命があるこ
とに気付いたりして、継
続して育てた自分への
自信をもつことができる
ようにする。

2

・苗植え（種まき）から収
穫までの、さまざまな出
来事を振り返りながら、
片付けている。
・自分で野菜を育てたこ
とを実感し、自信をもち
ながら、後片付けをしよ
うとしている。

○ ○

行動観察
発言
作品

何
を
か
ん
じ
た
か
な

14
15

・野菜を育てたことを伝
え合い、野菜への親し
みが増したこと、上手に
世話ができるようになっ
たことに気付き、これか
らに生かし、豊かに生
活することができるよう
にする。

2

・野菜への親しみが増
し、上手に世話ができ
るようになったことに気
付いている。
・野菜を育てる前の自
分と比較して、野菜へ
の親しみが増したことを
絵や文で表現したり、
伝え合ったりしている。

○ ○

行動観察
発言
作品

【１時間代替】
第12回-①
P.72-75

導
入

22
23

・地域の場所や人々に
ついてみんなと交流し、
身の回りに親しみを感
じる場所や気になる場
所があることに気付き、
地域への関心をもつこ
とができるようにする。

1

・友達が紹介する場所
や人に関心をもって伝
え合い、地域のさまざま
な場所を知ろうとしてい
る。

○

行動観察
発言
作品

5
・
6

ま
ち
が
大
す
き
　
た
ん
け
ん
た
い

・わくわくどきどきしょ
うがっこう
（生活科小１）

・わたしたちの住ん
でいる市のようす
・工場（畑）ではたら
く人びとの仕事
・店ではたらく人びと
の仕事
（社会科小３）

既習事項として
押さえるべき内容

上級学年との関連
ことば探究科
で代替

5
～
10

め
ざ
せ
　
野
さ
い
作
り
名
人

・きれいにさいてねわ
たしのはな
（生活科１）

・植物を育てよう
（理科小３）
・畑ではたらく人びと
の仕事
・店ではたらく人びと
の仕事
（社会科小３）

(　　２　　）年生　『生活科』年間指導計画　　　　せいかつ　なかよし　ひろがれ　下（教育出版）

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法
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知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

既習事項として
押さえるべき内容

上級学年との関連
ことば探究科
で代替

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法

ま
ち
に
つ
い
て
話
そ
う

24
25

・お世話になっている
人々や楽しい場所など
のお気に入りのことを
紹介し合い、まちへの
関心を高め、安全な行
動やマナーについて考
えながら、友達と協力し
て探検の計画を立てる
ことができるようにす
る。

3

・安全な行動やマナー
の大切さに気付いてい
る。
・行きたい場所や会って
みたい人、してみたいこ
とを思い描きながら、計
画を立てている。
・探検への関心と期待
感をもち、友達と協力し
て計画を立てようとして
いる。

○ ○ ○

行動観察
発言
作品

た
ん
け
ん
に
出
か
け
よ
う

26
27

・自分の生活と関連付
けながら、安全な行動
やマナーを守って探検
し、これまで知らなかっ
た場所や人々の存在に
気付き、地域への新た
な発見ができるようにす
る。

3

・これまで知らなかった
場所や人の存在に気付
いている。
・自分の生活との関わ
りを考えながら、探検し
ている。
・諸感覚を働かせたり、
地域の人の話を聞いた
りして、新たな発見をし
ようとしている。

○ ○ ○

行動観察
発言
作品

み
ん
な
で
図
書
か
ん
に
行
こ
う

28
29

・図書館を探検し、身の
回りには、みんなのた
めの施設やものがある
こと、多くの人が利用し
ていること、それらを支
えている人がいることが
わかり、適切に利用で
きるようにする。
・図書館見学を通して気
付いたことや自分の思
いを文で表現すること
ができるようにする。

4

・図書館には、みんなで
使うものやみんなのた
めの施設や場所がある
こと、多くの人が利用し
ていること、それらを支
えている人がいることに
気付き、それを表現して
いる。
・施設にあるものを見付
けたり、利用方法を実
際に確かめたりしなが
ら、探検している。
・図書館を利用したり、
働く人に話を聞いたりし
ながら、適切に利用しよ
うとしている。

○ ○ ○

行動観察
発言
作品

【１時間代替】
第11回-①
P.68-70

見
つ
け
た
こ
と
を
つ
た
え
合
お
う

30
31

・心にとまった場所や
人々を伝え合い、地域
にはさまざまな場所が
あり、多様な人々が生
活していることに気付
き、地域の人が自分の
生活とどのように関わっ
ているか捉えることがで
きるようにする。

1

・心にとまった場所や
人々を地図に位置づけ
ながら、自分の生活と
の関りを考えている。

○

発言
作品

何
を
か
ん
じ
た
か
な

32
33

・探検で感じたことや、
もっと知りたいことなど
を伝え合い、地域の
人々やさまざまな場所
が自分の生活を支えて
いることがわかり、地域
への愛着を深めること
ができるようにする。

2

・探検で感じたことを振
り返りながら、もっと知
りたいことややりたいこ
とを絵や文で表現した
り、伝え合ったりしてい
る。
・地域で生活したり働い
たりしている人々やさま
ざまな場所に親しみを
もち、愛着を深めようと
している。

○ ○

発言
作品

【１時間代替】
第11回-②
P.71

導
入

38
39

・生きものを育てること
を話し合い、自分たちで
生きものを育てることが
できることに気付き、生
きものを採取したり育て
たりするイメージをもつ
ことができるようにす
る。

1

・生きものを育てること
を話し合って、生きもの
を採取したり育てたりす
るイメージをもとうとして
いる。 ○

発言
作品

5
・
6

ま
ち
が
大
す
き
　
た
ん
け
ん
た
い

・わくわくどきどきしょ
うがっこう
（生活科小１）

・わたしたちの住ん
でいる市のようす
・工場（畑）ではたら
く人びとの仕事
・店ではたらく人びと
の仕事
（社会科小３）

6
・
7

め
ざ
せ
　
生
き
も
の
は
か
せ

・きせつとなかよし
（生活科小１）

・チョウのかんさつ
・こん虫のかんさつ
（理科小３）
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知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

既習事項として
押さえるべき内容

上級学年との関連
ことば探究科
で代替

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法

生
き
も
の
を
つ
か
ま
え
よ
う

40
41

・生きもの特徴を予想し
て、生息場所や生態に
合わせた道具を準備
し、自分で生きものを見
つけることができるよう
にする。 2

・生きもののすみかの
特徴を予想しながら、
生きもの探しをしてい
る。
・必要な道具を準備し
て、自分で生きものを
探そうとしている。

○

行動観察
発言
作品

生
き
も
の
を
か

っ
て
み
よ
う

42
43

・育つ環境と関係づけな
がら、観察をしたり、特
徴に合わせた適切な世
話をして、形態や生態
に気付き、生きものを大
切にできるようにする。 3

・生きものの世話にお
いて、特徴に合わせた
適切な仕方で世話をし
ている。
・育つ環境と関係づけ
ながら、観察したり世話
をしたりしている。
・生きものの特徴に応じ
て、大切に世話をしよう
としている。

○ ○ ○

行動観察
発言
作品

生
き
も
の
に
つ
い
て
つ
た
え
合
お
う

44
45

・生きものの特徴など伝
えたいことを工夫してま
とめ、相手に伝わるよさ
や楽しさ、適切な伝え方
がわかり、伝えたいとい
う思いをもち、すすんで
交流できるようにする。 3

・気付いたことを伝え合
うことにおいて、相手に
伝わるよさや楽しさ、適
切な伝え方がわかって
いる。
・生きものの特徴など伝
えたいことを工夫してま
とめて、伝え合ってい
る。
・自分が飼っている生き
ものについて、伝えた
いという思いをもち、す
すんで交流しようとして
いる。

○ ○ ○

行動観察
発言
作品

何
を
か
ん
じ
た
か
な

46
47

・育てて実感したことや
生きものの特徴を伝え
合い、上手に世話がで
きるようになったことに
気付き、継続して育てた
自分に自信をもち、生
命あるものを大切にで
きるようにする。

1

・生きものへの親しみが
増し、上手に世話がで
きるようになったことに
気付いている。 ○

発言
作品

導
入

54
55

・これまでのまち探検
で、訪ねた場所などを
思い起こし、地域に親し
みがある場所が増えた
ことに気付き、地域や
人々に関わることへの
期待をもつことができる
ようにする。

1

・地域や人々に関わる
ことへの期待をもって、
話し合おうとしている。

○

行動観察
発言

も

っ
と
知
り
た
い
こ
と
を
話
そ
う

56
57

・知りたいことやしてみ
たいことを分けたり、適
切な行動を予想したりし
ながら計画を立て、訪
問や連絡、依頼を適切
に行い、期待をもって、
繰り返し関わることがで
きるようにする。

3

・探検に行くことについ
て、連絡や依頼を適切
に行っている。
・もっと知りたいことやし
てみたいことを分けた
り、ふさわしい行動を予
想したりしながら、計画
を立てたり約束を決め
たりしている。
・地域の場所や人々に
関わることに関心や期
待をもって、繰り返し関
わる計画を立てようとし
ている。

○ ○ ○

発言
作品

え
が
お
の
ひ
み
つ
を
さ
ぐ
ろ
う

58
59

・仕事をする人たちの思
いや、仕事の仕方や内
容などを聞き取ったり、
仕事の一部を体験した
りする学習を通して、場
に応じた言葉遣いや行
動に気付き、仕事の楽
しさやたいへんさ、仕事
をしている人たちの思
いなどに気付くことがで
きるようにする。

10

・仕事をしている人の思
いや工夫に気付いてい
る。
・仕事をしている人々の
思いや工夫、体験した
仕事の楽しさやたいへ
んさ、喜びなどについて
考えている。
・仕事をしている人々に
インタビューしたり、体
験したりすることに、意
欲をもって取り組もうと
している。

○ ○ ○

発言
作品

9
～
11

え
が
お
の
ひ
み
つ
　
た
ん
け
ん
た
い

・まちが大すきたんけ
んたい
（生活科小２）

・わたしたちの住ん
でいる市のようす
・工場（畑）ではたら
く人びとの仕事
・店ではたらく人びと
の仕事
（社会科小３）

6
・
7

め
ざ
せ
　
生
き
も
の
は
か
せ

・きせつとなかよし
（生活科小１）

・チョウのかんさつ
・こん虫のかんさつ
（理科小３）
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知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

既習事項として
押さえるべき内容

上級学年との関連
ことば探究科
で代替

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法

何
を
か
ん
じ
た
か
な

60
61

・自分が体験したことを
まとめたり、友達と伝え
合ったりして、仕事をし
ている人の思いや工夫
に気付き、人々への親
しみや愛着をもち、それ
らのよさを大切にできる
ようにする。

1

・それぞれの仕事に
は、さまざま思いや工
夫があることに気付い
ている。 ○

発言
作品

体
け
ん
を
つ
た
え
合
お
う

62
63

・探検場所で体験したこ
とを自分たちの選んだ
方法で表現し、伝えた
いことが相手に伝わる
よさがわかり、意欲を
もって友達と伝え合うこ
とができるようにする。

3

・伝えたいことが相手に
伝わるよさがわかって
いる。
・他のグループの友達
に伝えるために、何を
伝えるか、どのような方
法で伝えるかについ
て、考えながらまとめて
いる。
・体験したことを知らせ
たいという意欲をもっ
て、話し合いや表現活
動に取り組んでいる。

○ ○ ○

行動観察
発言

ま
ち
の
人
に
も
つ
た
え
よ
う

64
65

・伝えたいことや伝え方
を選んで、多様な伝え
方があることに気付き、
相手や目的に合わせ
て、発表会の計画を立
てることができるように
する。

3

・相手や目的に応じて、
多様な伝え方があるこ
とに気付いている。
・何を伝えるかを考え、
伝えたいことや伝え方
を選んでいる。
・相手や目的に合わせ
て、発表会の計画を立
てようとしている。

○ ○ ○

行動観察
発言
作品

え
が
お
い

っ
ぱ
い
は

っ
ぴ
ょ
う
会

66
67

・適切な言葉遣いで工
夫して伝え、自分のこと
や伝えたいことが相手
に伝わるよさや楽しさが
わかり、相手の反応や
状況に合わせて、伝え
たいことや気持ちを表
すことができるようにす
る。

3

・自分のことや伝えたい
ことが相手に伝わるよ
さや楽しさがわかってい
る。
・相手の反応を確かめ
ながら、伝え方を工夫し
ている。
・相手の反応や状況に
合わせて、多様な方法
で伝えたいことや気持
ちを表そうとしている。

○ ○ ○

行動観察
発言

あ
り
が
と
う
を
つ
た
え
よ
う

68
69

・学習を振り返り、お世
話になった相手のことを
思い浮かべながら伝え
方を工夫し、自分の気
持ちを伝えるうれしさに
気付き、多様な方法で、
感謝の気持ちを表すこ
とができるようにする。

3

・自分の気持ちが相手
に伝わることのうれしさ
に気付いている。
・これまでの体験をもと
に、相手のことを思い
浮かべながら、伝え方
を工夫している。
・多様な方法で、感謝
の気持ちを表そうとして
いる。

○ ○ ○

行動観察
作品

何
を
か
ん
じ
た
か
な

70
71

・学習を振り返り、地域
の人々や公共施設の利
用などが、自分たちの
生活を豊かに楽しくして
いることを実感し、地域
や多様な人々との関わ
りを自ら築いていこうと
している。

1

・地域の場所や人々、
公共施設への親しみや
愛着をもち、身近な
人々と関わることのよさ
や楽しさを実感し、多様
な人々との関わりを自
ら築いていこうとしてい
る。

○

行動観察
発言
作品

導
入

76
77

・おもちゃの動きや材料
を調べ、身近なものが
遊びに利用できることに
気付き、動くおもちゃを
自分で作って、みんな
で遊びたいという意欲を
もつことができるように
する。

1

・作りたいおもちゃを思
い描き、見通しをもとう
としている。

○

行動観察
発言

9
～
11

え
が
お
の
ひ
み
つ
　
た
ん
け
ん
た
い

・まちが大すきたんけ
んたい
（生活科小２）

・わたしたちの住ん
でいる市のようす
・工場（畑）ではたら
く人びとの仕事
・店ではたらく人びと
の仕事
（社会科小３）

12
・
1

作

っ
て
　
た
め
し
て

・きせつとなかよし　あ
き
（生活科小１）

・風やゴムのはたら
き
・じしゃくのせいしつ
・音のせいしつ
・電気の通り道
・つくってあそぼう
（理科小３）
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知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

既習事項として
押さえるべき内容

上級学年との関連
ことば探究科
で代替

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法

み
の
ま
わ
り
の
も
の
で
あ
そ
ぼ
う

78
79

・素材の特徴を生かし、
動きを比べたり友達と
競ったりして、目に見え
ない力、動きの面白さ、
約束やルールを守って
遊ぶと楽しいことに気付
き、遊びを楽しくできる
ようにする。

1

・みんなで楽しく遊ぶ
際、約束やルール守っ
て遊んでいる。

○

行動観察
発言

う
ご
く
お
も
ち
ゃ
を
作
ろ
う

80
81

・おもちゃの動きを繰り
返し確かめながら作り、
おもちゃが動く仕組み、
材料の組み合わせに気
付き、自分のおもちゃを
よりよくしたいという願
いをもつことができるよ
うにする。

6

・おもちゃが動く仕組
み、材料の組み合わせ
に気付いている。
・おもちゃの動きを予想
したり、確かめたり、見
直したりを繰り返しなが
ら、おもちゃ作りをして
いる。
・友達と情報を共有し
て、自分のおもちゃをよ
りよくしたいという願い
をもって作ろうとしてい
る。

○ ○ ○

行動観察
発言

何
を
か
ん
じ
た
か
な

82
83

・友達と情報交換し合っ
て自分が作ったおも
ちゃを見直し、動くおも
ちゃには、材料や働く力
が関係していることに気
付き、よりよいおもちゃ
を作ることができるよう
にする。

1

・動くおもちゃには、おも
ちゃの材料やおもちゃ
にかける力が関連して
いることに気付いてい
る。

○

行動観察
発言
作品

パ
ワ
ー

ア

ッ
プ
大
作
せ
ん

84
85

・試行錯誤を繰り返して
おもちゃを改良し、力と
動き、材料との関係に
気付き、みんなで楽しく
遊びたいという願いをも
ち、粘り強く遊びを創り
出そうとしている。

4

・おもちゃにかける力と
動き、材料との関係に
気付いている。
・友達と比べたり、動き
を繰り返し試したり、乗
り物に見立てて飾りを
つけたりしながら、おも
ちゃ改善するために使
う材料、道具などを選
んでいる。
・完成したおもちゃを
使って、みんなで楽しく
遊びたいという願いをも
ち、粘り強く遊びを創り
出そうとしている。

○

行動観察
発言
作品

み
ん
な
の
お
も
ち
ゃ
で
あ
そ
ぼ
う

86
87

・友達のよさや自分との
違いを取り入れ、約束
やルールを守って友達
と一緒に遊ぶと楽しいこ
と、適切な道具の使い
方、準備や片づけに気
付き、遊びを楽しくでき
るようにする。

6

・みんなで楽しく遊ぶ
際、約束やルールを
守って遊んでいる。
・遊びの約束やルール
などを工夫しながら遊
んでいる。
・友達のよさを取り入れ
たり、自分との違いを生
かしたりして、遊びを楽
しくしようとしている。

○ ○ ○

行動観察
発言

何
を
か
ん
じ
た
か
な

88
89

・遊びを工夫し、友達と
楽しく遊んだことを振り
返り、自分と友達のおも
ちゃのよさがわかってい
る自分に気付き、身の
回りの物を使ってみん
なで遊ぶ工夫をして、毎
日の生活を豊かにでき
るようにする。

1

・身の回りの物を使って
遊んだり、みんなで遊
んだりすると生活が楽
しくなることを実感し、こ
れからの生活でも取り
入れ毎日の生活を豊か
にしようとしている。

○

行動観察
発言
作品

12
・
1

作

っ
て
　
た
め
し
て

・きせつとなかよし　あ
き
（生活科小１）

・風やゴムのはたら
き
・じしゃくのせいしつ
・音のせいしつ
・電気の通り道
・つくってあそぼう
（理科小３）
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知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

既習事項として
押さえるべき内容

上級学年との関連
ことば探究科
で代替

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法

導
入

96
97

・自分自身の成長に関
心をもち、自分のことを
調べる方法を考え、今
の自分と前の自分が違
うことに気付き、自分の
成長を振り返ることがで
きるようにする。

1

・自分自身の成長に関
心をもち、自分の成長
を振り返ろうとしてい
る。 ○

行動観察
発言

自
分
に
つ
い
て
思
い
出
そ
う

98
99

・現在の自分と比べな
がら、自分自身や出来
事を振り返り、自分の成
長の手がかりを、意欲
をもって見つけたり集め
たりすることができるよ
うにする。 3

・自分が大きくなったこ
と、自分できるように
なったこと、役割が増え
たことなどがわかってい
る。
・現在の自分と比べな
がら、自分自身や出来
事を振り返っている。
・成長を振り返るため
に、手がかりを見つけ
たり集めたりして意欲を
もって調べようとしてい
る。

○ ○ ○

発言

ま
わ
り
の
人
に
聞
い
て
み
よ
う

100
101

・自分について調べたこ
とを集めて、優しい気持
ち、他者への思いやり、
我慢する心など、内面
的な成長に気付き、意
欲をもって調べることが
できるようにする。

6

・優しい気持ち、他者へ
の思いやり、我慢する
心など、内面的な成長
に気付いている。
・自分について調べたこ
とを分けながら、集めて
いる。
・成長を振り返るため
に、手がかりを見つけ
たり集めたりして意欲を
もって調べようとしてい
る。

○ ○ ○

行動観察
発言
作品

何
を
か
ん
じ
た
か
な

102
103

・自分の成長を支えてく
れた身近な人々の存在
や自分との関わりにつ
いて気付き、感謝の気
持ちをもち、自分なりに
表現し伝えることができ
るようにする。

2

・成長を支えてくれた
人々の存在や自分との
関わりについて考え、
感謝の気持ちを表して
いる。
・自分自身の成長を支
えてくれた人々に感謝
をもち、伝えようとして
いる。

○ ○

行動観察
発言
作品

楽
し
か

っ
た
ね
生
活
科

104
105

・３年生の学習や生活
に夢や希望をもち、そ
れを表現することができ
るようにする。

6

・自分自身のよさや可
能性に気付いている。
・自分らしさを捉え、自
分の成長に希望をも
ち、これからの生活に
ついて考えている。
・これからの成長への
願いをもって、意欲的に
生活しようとしている。

○ ○ ○

行動観察
発言
作品

何
を
か
ん
じ
た
か
な

106
107

・これからの自分の生
活への期待を作文で表
現することができるよう
にする。

2

・これからの生活につい
て考えながら、自分らし
さを捉えている。

○

行動観察
発言
作品

総時間数 105 5

代替時間を除いた総時間数100

2
・
3

あ
し
た
へ
つ
な
ぐ
自
分
た
ん
け
ん

・もうすぐ２年生
（生活科小１）
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